




























九月一日 〔十二日〕 与吟香訪王紫詮・袁翔甫、 皆不在。抵郭外一舎、 群工粧製銅版諸書。書多四書五経註解。曰 「銅版縮小、
挙生私携入試塲。 中土未有銅版。 此間所販銅版、 皆出于大坂書肆」 。 出示銅版地球図






















ました」と。朝鮮の近事を問うと、 言うことには、 「この国は、 民は貧 く俗は陋しく、 語るに足るものはありません。鶴を買って帰りました。中国では富貴な家が鶴を飼 から、奇貨だと言えるでしょう」と。　
夜、耕三氏の招きに応じて出向いたところ、惕斎氏もそこにいて、言うことには、 「フランスの連中が騒ぎを起こして以来、





































































































【注】 ① 「関口姓」 関口隆正 （一八五六～一九二六） 。号耕堂。漢学者。明治十七年、 清国に留学し、 兪樾に教えを受けたことがある。② 「時事芻言、














いる。彼は、 「東洋の各国は、西洋人と揉め事を起こすたびに、必ず賠償してケリをつけます。だから、今、中国が賠償をしようとしないのは、多少は憂さ晴らしの種になるものですね 私は西洋の学問 ほぼ渉猟しましたが 今回 ような大事件に出くわすのは、まことに百年に二度とはないこ で ょう。ただ 中国人は太平の名残で あらゆる点で箍が緩んでおり、今回の事件がど ようなところに帰着するのか分かっていません」と言って、私に北遊を勧め 。私はもともとフランスとの一件が収まった後で北に向けて出発するつもりだったが、鎮静化の見通しが立たない で、近々北遊す ことに決め 。原文
　
八日 〔十九日〕 訪紫詮小酌。曰 「余欲再遊貴邦。不復為前回狂態
①。得買書資、 則足矣」 。余笑曰、 「先生果能不復為故態乎」 。
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紫詮大咲。紫詮不屑縄墨局束、以古曠達士自処。李中堂曰、 「紫詮狂士也、名士也」 。六字真悉紫翁為人。　
訪吟香、 有一客、 見余序濶、 曰「薩商岩村氏
②」 。問来故、 曰「上海以法事殷、 物価下落、 余将就米商購木材」 。上海仰木材米国、
猶我国仰鉄英国。中日豈乏鉄与木材乎。而仰之隔海殊域、無他、由以人力与以器械之異而己〈已〉 。過本願寺、見無適。出飯、共訪関口姓、夜話。【注】 ① 「前回狂態」 明治十二年の訪日時の好色的な行為等を指すものか。 『扶桑遊記』 四月三十日 （陰暦） の条に、 「日東の人士」 に 「五十歳にもなっ
てもなお色を好まれるが、中国の名士は昔から皆そうなのか」という疑問を呈されて、 「酒を嗜み色を好むのは、本性に従って行動し、天真を流露する所以であ 」とか「世の人 色を好まざる偽りの君子しか知らず、色を好む真の豪傑を知らない」などと答えたことを記している。彼の好色的な面については、 例えば神戸滞在中の三月十五日の条や、 京都での同月二十日の条にその記載が見られる。② 「薩商岩村氏」薩摩出身で、 東京銀座に薩摩物産販売店「薩摩屋」を営んでいた岩谷松平（一八五〇～一九二〇）の誤りである可能性がある。この年の九月二日の『郵便報知新聞』に「清国行」という見出しの「丸十印の広告にて人も知りたる銀座三丁目の（薩摩屋）岩谷松平氏は商用にて昨日横濱出発の玄海丸に搭し清国へ出発せり」という記事があるし、尾崎行雄も「遊清記」の九月九日 条に「銀座薩摩屋の主人岩谷松平氏来る、余驚て渡航の意を問ふ、氏答ふるに商況視察の為めに来れるを以てす」と記している。
訳文
　
八日〔十九日〕紫詮氏を訪ねて、 ちょっと一杯やったのだが、 彼が言うことには、 「もう一度貴国に行ってみたいと思うが、
二度と前回のような狂態は演じませんよ。本を買う元手さえ得られれば、それで結構」と。私は笑って こう言った。 「先生、さて旧態をさらけ出さずに済みましょうかな」と。紫詮氏はハハハと笑った。紫詮氏はこせこせした世間のしきたりを潔しとせず、古の曠達の士を以て自任している。李中堂が「紫詮氏は狂士であり、名士である」と評しているが、こ 言葉は真に紫翁の人となりを言い尽くしている。　















と昼から一杯やり、ベッドに寝そべって話をした。たま ま経甫氏が范・姚・梅の三氏を連 てやって来た。吟香氏はこちらではその名が知れ渡っているので、四人はたいそう喜び、再び酒を酌み交わした。吟香氏が 左宗棠大臣 勝算はどんなものかと問うた。経甫氏が言うことには、 「左公は老将軍 、福州では昔からの部下に多くの恩を売っています。ですから、今回のフランスとの戦いは、かな 見込みがあります」と。夜、伊東少佐〔蒙吉〕が来て言うこと は、 「福州砲臺が誤ってイギリス艦を撃ち、士官一名、水夫四名を負傷させました。イギリスは、清仏の一件はまさ 急を告げて ると見 いるもののその事件について再度あげつらってはいません」と。原文
　
十日〔廿一日〕王夢薇書至、 評余劫灰・在吟二集、 曰「造詣極深、 唯有間不洽律処。竟是東国通病。老師曲園亦屢言此事。
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若与中土作者、 游従時月、 便自知其三昧。 」余見蔭甫先生、 請反棹日、 小留門下受教。先生忻然不敢拒。惜匆卒帰棹、 不達是志也。夢薇善書画、贈画附潤筆例。此録、曰「寿序・碑文・堂記六元、駢体倍之、伝・序・銘・跋、別議、隷書扁聯、両元、屏碣画屏三元、扇面半元、同郡石渠老人鑒定。 」嘗観陳笠庵潤筆例、亦畧同。一便面半元、文字活計亦豊、而夢薇蕭然、恐嘱者不多乎。訳文
　
十日〔廿一日〕王夢薇氏の書簡が届いた。私の『劫灰』 ・ 『在吟』の二集を評して、次のように書いてあった。 「極めて








及余与焉。酒半小眩、偃臥別室、始復 我邦人貿易海外、上海為最盛 而三井・広業・大倉三氏以外、推吟香氏楽善堂。吟香廿年前游上海・寧波、熟中土事情、其開楽善堂、販漢洋薬方 及東刻書籍 開別店漢口・福州、其業日盛 方今欧米諸国、盛通商道、日致富強 安得能達商事、如我吟香氏、而通商各埠、網海外大利 如欧米人之所為乎。【注】①「松野〔直之〕 」長崎出身の松野直之助（？～一八八九）のことか。明治十七年に上海に渡り、活字製版と印刷を業とする修文書館を
開設した。②「福原〔英太〕 」慶應義塾卒の三井物産社員、 福原栄太郎のことと見られる。後に小野田セメント第三代社長となる。③「鈴
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木〔忠視〕 」一八四九～一九〇七。静岡県賀茂郡岩科村（現在の同郡松崎町）の出身。明治十五年、上海で日本人として初めて写真館を開業して、大成功を収めた。④「岡〔正康〕 」一八五一～八七。熊本県の出身。明治十年、上海に渡航し、東京日日新聞の通信員となり、かたわら上海三井物産会社支店の相談役を務め、支店内で『上海商業雑報』という雑誌（明治十五年七月創刊）の編集を江南哲夫とともに行った。⑤「峰〔貫一〕 」奥書記の随員か。
訳文
　
十一日 〔廿二日〕 定教氏が奥書記を酒席に招いた。松野氏 〔直之〕 ・福原氏 〔英太〕 ・鈴木氏 〔忠視〕 ・岡氏 〔正康〕 ・峰氏 〔貫一〕 ・




































①、周時豈同今時隘陋乎」 。吟香微笑曰、 「子亦酔六経毒者」 。不覚噴飯。
【注】①「車並九軌、見于『左氏』 、四
墉




た。私は中国の都市は狭くむさ苦しいという話をした。吟香氏が言うことには、 「私が思うに、中国では上古、盗賊が横行し、強盗事件が止みませんでした。そのため、聖王が治めるようになると、まず城壁を築き、人民を保護しようとしたのですが、人民は強盗の害を恐れる気持ちが抜けなくなって たた 、争って城壁内に家を建てました。勢い狭くむさ苦しくなるしかなかったのです」と。私は言った。 「 『車 九軌を並ぶ』と、 『左氏』にあるし、 『四
墉
百雉』と、 『毛詩』にあるから、周代は今
のように狭くむさ苦しくはなか のでしょうね」 。吟香氏が頰を緩め、 「あなたも六経の毒に酔っていますよ」と言っ 、思わず噴き出してしまった原文
　
十五日〔廿六日〕奥書記設饗宴、会者九人。衆論陳所以盛貿易、各有所見。吟香曰、 「東貨来此 不 石炭・薬品・海









様だった。吟香氏が言うことには、 「こちらに来ている日貨は、石炭・薬品・昆布・干し魚の数種に過ぎず、みな天然の産物ですが、人件費を差し引けば、いくらの儲けにもなりません。いろいろな器械を動かして作った物を貿易に充てた方が、はるかに大きな利益になります」 。私の意見はこうである。いろ ろな器械を動かして物品を製造するのは、欧米諸国のやり方であり、その技術を身 付けなければ実行できない。方今の急務は、国の大本に力を尽くし、天然の産物 生産量をもっと増やして貿易に充てることにあると　
宴が続いて夜になると、突然、満座白昼のように明るくなった。参会者全員がこう言った。 「扶桑艦が電燈点燈の試験をし


























③義子。曰 「家翁憂中土開釁、 命児赴北京、 見醇親王
④、 贈金表微志」 。余曰 「善。此亦忠類。
子輩来此、又曾見中土士人乎」 。曰「未」 。乃使濯伴二姓、詣正蒙書院見張経甫【注】①「梶山少佐」梶山鼎介（一八四八～一九三三）のことか。梶山鼎介は山口県出身、明治十三年、清国公使館附武官に補し、清国駐在









居たる呉某が書面を請取り金円をば返して深く厚意を謝したる趣昨日の明治日報を見る 藤田氏は猶鑑三氏を北京に遣はし其国難を信問し聊か方物を呈せむと思へば（後略） 」 （ 『明治 報』の記事は未見） 。藤田の著『日本経国論』 （明治二十三年） は、自身が明治十八年に清国に渡り、李鴻章に面会し、東洋の将来について語り合ったという次第が紹介されてい 。④「醇親王」清朝宣宗道光帝の第七子である奕
譞
（？～一八九〇）のこと。その妃は西太后の妹。同治十一（明治五）年、醇親王に封ぜられた。醇親王のもてなしに感謝






「私が先に出発して公署に告げ、客舎を掃除させて、先生をお待ちしましょう」と言った。そして、私が彼の後から奥書記とともに出発するよう取り決めてくれた。杉田〔定一〕 ・秋山〔鑑三〕の二氏が会いに来た。秋山氏は藤田一郎氏の義子である。秋山氏はこう言った。 「中国で戦端が開かれたことを心配する義父の命令で、北京に赴いて、醇親王に見え、金を贈って寸志を表して来る とになったのです」 。私はこう言った。 「結構。それも忠の一つですよ。あな はこちらに来てから、もう中国の士人にお会いになりまし か」 。 「まだです」との返事だった。そこで濯に言い け、二氏を伴って正蒙書院へ行き、張経甫氏に会わせることにした。原文
　
十八日〔廿九日〕聞曾根氏帰自福州、往見問戦事。曰「法将狐抜将六艦進戦、次将利士卑将五艦 在後策応、事出匇卒、
































































































〉兵而領局也」 。曰、 「曾侯在法国、廷争此事、窮言極論、無所不至、而彼侮慢愈甚、無復為於此也」 。曰、 「此
輩紈袴、直為法人所玩弄。中土有大事 委樽俎大任 一二紈袴、此所以愈至不可為也」 。曰、 「曾侯謹敏達洋学明外情、大為可取」 。曰、 「僕外 不知曾侯為人如何。唯曾氏論争曲直、法廷不省。此僕之所以策中堂公奉醇邸若恭邸、使于法国、以霹靂手段、出彼意料之表也」 。曰、 「子策非不妙、唯醇邸今上生父、不肯賠償 実出 人。恭邸矜貴、専対非其人。豈任大事乎」 。　
曰、 「奉醇邸若恭邸、 特借親王名号而己〈已〉 。親王尊降皇帝一等、 可与彼抗礼無讓。若夫折衝樽俎、 以辨彼此曲直、 中堂公之任。
且法人服我言知所悔、則固善矣。若不服我言、則姑請休戦、直赴普英二国、説法人乗中土承大乱初収、上下困弊之餘 無故構難、悍然逞虎狼之欲、 不特為中国之巨患 抑又非英普之長策 法為普深讐 英亦不悦法人得志東洋。彼固思立功於中国、 以勢圧法人。况中土命親王陳国情 請其居間為謀、豈有坐視彼無故搆難、魚肉中土之惨乎。若彼 肯所言、則直航米国、見大統領、虚心問策所出、則米国強大、殆敵全欧、観中土窘窮 命親王大臣 萬里問策、不敢軽答 必開国会 問策国内紳董。蓋米致強大無他、以新築七千里鉄道、盛開桑港 通東洋之貿易也。故彼待中日二国、特為懇至、策投事変 為英普之所不為、所以厚交 土也、必矣。此三者一得要契 則不傷一卒、而中法 好也。若夫鑿斯池、築斯城、与民致死不去
⑦、此忠臣義士百策共尽、進退維谷、








畧知東洋所以致今日之難、己以疎狂、為当路所外、常思一遊中土、見一有心之人、反覆討論、以求中土為西人所凌轢之故。今夏始航此、会法人開是変、窃以為凡事皆有機会、唯一二見幾之士、乗擾乱之機、投風雲之会、奏廓清之功、如敝邦承積弊之餘、一掃立国三千年之陋習、建明治中興之基也。然則法人開是変 天実降一大幸運於中土也。葢中土承平日久、国初良法美意、一変為徒文徒法、凡百敝害、無所不至。此殆天使有為豪傑之士、得一出施其力也。抑中土大病、在在上大臣 矇於域外大勢、知中土為礼楽 物之大邦 而不知域外礼楽文物 大邦、如中土 隣並相望。今中堂公奉醇恭二親王 一周游域外、目撃彼之致強盛、皆出講格致之実学、開工藝励政治盛教化之餘。 明之治 政法之懿 風俗之美、人材 良 非中土之所能及、則其奮然勃然、師帥百僚、淬励群司、謀所以転禍為福 翻危為安、果為如何。欧米各国、亦嘉中土重隣誼 恤国難、不敢私議国家 事 特発親王大臣、虚心降巳〈己〉 、諮詢同盟各国。仮令其所請、或不相諧、亦将感其信輸其誠、為中土
善後之計也。此亦千歳不再






【注】 ① 「陳理事 〔養源〕 」 陳允頤、 字は養元。明治十五年二月十四日から十六年二月三日まで清朝横浜理事府の正理事官であった。② 「邵道臺 〔友
溓
〕 」邵友濂（？～一九〇一） 。字は小村。光緒九（明治十五）年、蘇松太道となった。③「筱村」 「筱」は「小」と音が同じ。邵道臺の
ことであろう。④「沈梅史」明治十年十二月から二年間、 清国駐日使節の随員を務めた沈文熒のこと。梅史はその号。浙江省姚江の出身。⑤「一聞～無事」明治十五年七月二十三日、大院君らの扇動を受けて漢城（ソウル）で起こった閔氏政権及び日本に対する大規模な朝
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鮮人兵士の反乱（壬午軍乱）の際、日本は軍艦四隻と千数百の兵士を派遣したが、清国も朝鮮の宗主国として属領保護を名目に軍艦三隻と兵三千を派遣して反乱 を鎮圧し 大院君を天津に連行し、朝鮮に圧力をかけて 閔氏政権を復活させた。⑥「醇邸若恭邸」醇邸は醇親王のこと。恭邸は宣宗道光帝の第六子である奕訢（一八三一～九八）のこと。宣宗が没し、その第四子である咸豊帝が立つや、恭親王となり、政治に参与するようになったが その後、西太后に推されて醇親王の子載
が光緒帝となる（一八七五＝明治八年）と、
西太后の妹を妃とする醇親王が西太后の腹心となったのに対し、 恭親王は政権 圏外に落ちた。⑦「鑿斯池、 築斯城、 与民致死不去」 『孟子』梁恵王下篇の言葉に基づく。⑧「出今日之所為」意味不明。やむを得ず訓読し おく。⑨「楚人失之、晋人得之」 『孔子家語』好生に「楚王失弓、楚人得之、又何求之」とある。⑩「三印度」ほぼヒンドゥスタン半島の全体を言う 思われる。世界地理 記した明治初期の書として松山棟菴訳述『地学事始
　
初編』 （明治三年）があるが、 この書は「印度」を今のインドシナ半島に当たる「遙東印度」と、






もかかわらず返事がなかったのだが、経甫氏が何度も道臺に話をしてくれたおかげで、今日、経甫氏に連れられ、会いに行くことができた。正門を通り、轎から降りると、侍者が名刺を通じ、礼帽をかぶった筱村氏が迎えに出てきてく た。大変丁重な物腰だった。別席に案内し、点心と洋酒を振る舞ってくれた。都の名士への紹介状を頼むと 応じてくれた。 「沈梅史氏はどちらにお勤め すか」と尋ねると 「梅史氏は私と同郷です。今、陝州で勤めておりますが、手紙のやり取りは欠かしていません」と答えた。私は梅史氏に今回の北京行きを約束していたので、彼あて手紙を書いておいてくれるよう頼んだ ちょっとだけ酒を酌み交わして、辞去した。非常に心のこもった応接であった　
さらに経甫氏の所に立ち寄った。私が、 「私はもともと、邵公にお目にかかり、所見を申し伝えて採択に供したいと思って
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いたのですが、初対面でいきなり突っ込んだ話をして、回りの方々にご迷惑をおかけするのもまずいと思い、何も言わずに退去しました。そこで今、人払 をしたうえで、私に最後まで話をさせていただけませんでしょうか」と言うと、経甫氏は了承してくれた。私、 「フランスの侵略が日に日に重大な事態を招きつつあり、今や、水の漏れる船に乗って深淵に入っていくような危険な状態になっています。李中堂公はどんな対策を講ずるつもりなのでしょうか」 。　
経甫氏、 「中堂は二十年間、重責を担った役職についており、何百萬の国財を費やしたか分からぬほどですが、富強の実績





を奮い起こし、 富強の政治を興そうと考え のですが、 どちらを向いても小人や俗吏ばかりで 大事を任す 足る人材がなかったのです。私が最も中堂公に敬服するのは、朝鮮 暴徒 我が国の公使館に火を放 と聞くや、一二の腹心に命じて 直ちに軍艦を差し向けて大院君を捕らえ、い らに て日韓二国の間に無用のもめ事が起きぬよう されたことです。いわゆ『疾雷
　
耳を掩うに及ばず』という即断即決のやり方で、中堂公でなければ、誰がこのような策に思い至るでしょうか。顧み
ますにフランス人は、中国は何 できないと見ているようです。中堂公に基本的方策を決めさ 、即断即決のやり方で相手が予想もしていないような措置を取るようにさせてあげれば、中国側優位の取り決めが可能 なるでしょう。 『国に大事有れば、則ち大臣疆を越えて謀る』という言葉があります。今や国事 まさに急を告げております。中堂公には是非 醇邸も くは恭邸を奉じてフランスに使 して大統領に会い、 『中国がフランスに賠償金 払わねばならないのは、どんな迷惑をかけたからなのか。フランスが鶏籠・福州を侵略するのは どん 怨みによ 』と詰問された 。条理のある所を ど て 曲直の
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帰する所を究めれば、 戦争をしなくても事を収めることができますよ」 。経甫氏、 「曾国荃侯がフランスで、 この件について争い、あらん限りの主張を繰り返したのですが、フランス側にますます高慢ちきな態度で侮られる始末で、何も成果はなかったのです」 。私、 「その男は苦労知らず お坊ちゃんで、フランス人に玩弄されたのです。中国は大事が出来すると、外交談判の大任を一二のお坊ちゃんに委ねる。そのため、ま ます手が付けられないような事態に陥っているのです」 。経甫氏、 「曾侯は慎重でありながら機敏で、西洋 学問にも通じ、外国の事情にも明るく、大 賞賛する 値する方です」 。私、 「外国人の私に曾侯がどのような人か分かりません。ただ、曾氏が曲直を争っても、フランス側が相手 してくれないわけです だからこそ、私は中堂公が醇邸もしくは恭邸を奉じてフランスに使い 、即断即決のやり方で、相手が予想もしていないような措置を取る策を考えたの す」 。経甫氏、 「あなたの策は妙策 は違い いのですが ただ、醇邸は今上の実の父上であらせられ 賠償を肯じないの 、実はこ 人がその大本にいるからなのです。恭邸は偉そうにふるまう人なので、使節と の受け答えに向く人ではありません。とても大事は任せられません」　
私、 「醇邸もしくは恭邸を奉じるのは、親王の名号を借りるために過ぎません。親王は皇帝に次いで尊いわけですから、相
手方にへりくだることなく対等の礼を行うことができます。外交 折衝をし、双方の曲直を弁ずるのは 中堂公の役目で 。且つフランス がこちらの言い分に屈服し、後悔の念を起こしてく れば、これ幸いなのですが、もし ちらの言い分 屈服しなかったら、と あえず休戦を申し入れ、直ちにプロシア・イギリスの二国に赴いて、 『中国 大乱がようやく治まったのの上下ともに疲弊したままであるのに乗じ、フランス が正当な理由もなく手出しをして戦禍を引き起こし 横暴 も虎狼の欲を逞 くしているのは、中国にとって迷惑極ま いだけでなく、 れを放置するの イギリス・プロシアにとっても良策ではない』と説い ただき い。フランスはプロシアにとって恨み骨髄に徹する仇 あり もフランス人が東洋で思いのままにふるまうのを嬉しく思 せん。イギリス 無論、中国のために ることをして、勢力上 フランス人を圧倒したいと考えています。 中国が親王に命じて国情を述べさせ、間に入って策略 講じてほ いと頼めば 正
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当な理由もなく手出しをして戦禍を引き起こし、中国を食い物にする惨状を座視するはずはありません。もしイギリスが中国の言い分を聞き入れてくれなかったら、直ちにアメリカに行って大統領に会い、虚心に『どのような策があるか』と尋ねれば、アメリカは強大で、ほとんど全ヨーロッパに匹敵するのですから、中国が困り果てて、親王や重臣に命じ、萬里のかなたから対策を尋ねるためにやって来たのを目の当 り すれば、軽がるしく回答して済ますわけにはいかず、必ず国会を開いて、対策を国内の有力者 ち 相談するでしょう。アメリカが強大になったのは ほかでもなく、七千里の鉄道を敷き、サンフランシスコ港を開いて、 東洋との貿易を広げたからです。だから、 は中・日二国に対する遇し方がとりわけ懇ろなのでして、事変に直接関わるようなことはイギリス・プロシアはしないから、ここでアメリカが中国の味方をしてやる は中国とのパイプをより太くすることになると目論むこと必定 す。この三国のうち一国でも盟約 取り付けられれば 一兵卒をも負傷させることなく、中・仏は友好関係に帰する です。 『斯の池を鑿ち、斯の城を築き、民と死を致 去らず』などと うことは、忠臣・義士が百策みな尽き、進退窮まった上 のこ なのです。も 一国たりとも盟約を取り付けられなかったとしたら、それは天事も人事も、いかんともしがたく、最悪の事態に至って まったということです。そうなって初め 、天下の義士を率いて、フランスの罪状を訴え、成敗を天に委ねれば、大義はあ た方の側にあるのですから、死ぬまで変わ ず 今日 為す所を出だすも、まだ遅くはありません。そもそも私が心配してい のは、これよりもっと大きな問題です。粤匪は乱臣賊子とはいえ、やはり中国人です。あちらが興って、こちらが滅んだとし も、いわゆる『楚人之を失い 晋人之を得』という ので、何の得失もないのです。今や、びくびくしながら水の漏 る船に乗り、一時 安逸 か考えず き 方策 一つ発案して目下の急を救うということをしないままで過ごす ら、五胡の割拠と同じような分裂が起こ 統一されて 蒙古 臣従していた頃と同じで、唐虞三代 礼楽制度 文武周孔の文物典章は、 っかり地 掃い、六経 新約・旧約の聖書に取って代わられ、五教は十戒に取って代わられ、聖廟は礼拝堂に取って代わられ 正しい道を歩もうと る何億何萬の民に無理やり洗礼を行い、十字架を拝ませるようになるでしょう。それはちょうど、今 三印度が の支配下にあり、安南がフランス
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の支配下にあるのと同様の状況です。祖国の土地に生ずる穀物や野菜を食べている者には、とても耐えられないことです。私は日本で、欧米が勃興して以来の、治乱興廃の事柄を目の当たりに見てきましたので、東洋が今日の難を招いた原因をあらまし理解しています。私自身は放縦なため、当路の者から疎んじられているのですが、一度中国を訪れ、どなたか志のあるお方にお目にかかって じっくり 話し合い 中国が西洋人に
苛さいな
まれるようになった原因を探り当てたいと、 ずっと思っていました。
今夏ようやくこちらに渡ってきましたところ、折しもフランス人がこ 事変を起こしたのでした。愚考しますに、およそ物事にはすべて時機というものがありまして、ただ事の前兆に気づき利害禍福を察知する とのできる 二の人士のみが 擾乱の機に乗じ、絶好の 会に身を投じて、天下を刷新する です。我が国が悪弊を積もり重ならせてきた挙句、立国三千年の陋習を一掃し、明治中興 基を建てた は、その一例です。こ よう 見るなら、フランス人が今回の時変を起こしたの 実天が一大幸運を中国に降したことになるのです。中国は太平 世が長く続いたため、国初には良法・いい心がけとされたもが、一変して無益なお題目や法令となってしまい さまざまな弊害が至る所に出ております。これは言わば、天 有為豪傑士に一度舞台に出て、その力を発揮できるようにしてい も同然です。そもそも中 抱える病の最たるも は 上にある重臣が域外の大勢に暗く、中国が礼楽文物の大国であ ことはご存じなのに 域外に ような礼楽文物の大国がずらりと並んでいることをご存じないところにあるの す。これから中堂公が醇・恭二親王を奉じて、一度域外 周遊して、西洋諸国が強盛を致したのは、いずれも格致の実学 講じ、工藝 開き政治に励み教化を盛んに た結果であり、文教に基づ た統治が行われ、政治も法律も素晴らし 風俗は美しく、人材も優 ている点、中国の及ぶところではないのを目の当た にされれば、奮然として顔色を変え 文武百官を指導し、役人 ちを励まし、禍を転じ 福 なし 危 きを翻して安きとなす手だてを講ずるようになるで ょう。いかが思われますか。欧米各国も、中国 隣国と 誼を重んじ 国難を救おうとし 家の大事を自分たちだけで議論するのではなく、わざわざ親王や重臣を派遣し、虚心 腰を低くして、同盟各国 諮詢するのを評価するでしょう。仮に要請どおりにならなかったとしても、中国の信義に感じ 彼らの誠意 捧げ 中国のため 善後策
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講じてくれるでしょう。これまた千載一遇の好機でありまして、やはり中堂公が清朝二百年の宗廟・社稷、三千億の人民のため、ひとたび身を乗り出して大計を決し大難を安んずることのみにかかっているのです」 。経甫氏はしばし沈黙を守った挙句、こう言った。 「私はこの問題のせいで、 寝ても安眠できず、 物を食べても美味く感じられず、 ぼんやりとしてすっきりしない日々を送ってきましたが、今、先生のお言葉を聞いて、初めて国事にまだ手を下す余地のあ ことが分かりました。まずは どんな手 下すかを考えてみましょう」 。私、 「私の策を評価してくださる なら、今筆録されたものを邵道臺に見せ、実施の手段を相談してください」 経甫氏 「承知しました」 。　
私は以上の対策を考えてこのかた久しいが、 しかるべき人物に会ったときに詳細を語り尽くそうと思い、 他言せずにいた。 今、












































たことがありますが、もう忘れてしまいました」と言った。フランスとの一件を問うと、こう言った。 「天津条約は、フランス語では『即日撤兵 る』の意味で記されていたのですが、中国語訳が誤って『即日』を『即』の一字だけにしたため、今日の騒ぎを引き起こしたのです。フランス人が誤訳のことをはっきり知っていながら、 八百萬ポンドを賠償せよと要求するのは、大きな間違い す」 。また、こんな話もした。 「天津条約調印後 劉永福を逮捕しようとしたものの既に逃げていま 。そこで妻子を刑罰に処しました。条約が破綻するに及んで、永福は抜擢されて提督の官職を授けられ、一地域 統帥権を委ねられました。永福 粤匪の残党は、仲間と安南に逃れ、日々勢力を増しつつあります。フランス人が安南を脅かしても、国人は屈服せず、永福を推戴して、フランス人の罪状を訴えています。戦いは二年にわたり、中国に累が及ぶほどになっています。永福は一流賊でありながら、フランス軍に対抗 る力があり フランス軍もどう もできませんね。名義を備えた人物 人心を引き付けた人物とは、力で争っ も無理なところがあるよ ですね」 。　
梶山少佐が別れの挨拶に来た。杉田・秋山の二氏が少佐に従い、北へと出発した。杉田氏は経甫氏に題言を頼んでほしいと、



















二人とも壮時遊学し、その時期が重なるので、共通の学友があちこちの知人たちの半分ほどを占めていた。ベッドを向かい合わせて笑談し、夜が明けたのも気づかなかった。彼が言 こと は、 「私は三十年前、ヘボン氏につい 、この町にやって来ました。粤賊の乱の後を承 て一旗挙げようと思ったのです。年を取ってしまいまし 。あの頃この町で付き合った文士のうち、今も健在なのは張魯生氏一人だけです」 。原文
　
廿四日〔五〈六〉日〕三菱郵艦入埠、 曰「十五日東京大風雨、 十七日長崎大風雨、 昨在洋上逢大風雨、 休輪終日、 乗客昏眩、
無一起歩者」 。後聞本月九日香港大風雨。凡欧法大風雨、 必電信通知各埠 為之虞。大風有隧
①。果然。赴蔡氏薬舗、 餞惕斎東航。














擬明日北発、 詣公署見安藤領事以下。夜二宮・平野二姓来、 助濯理装。舘人出李中堂書、 求余言。乃書其後曰、 「中堂書不合法、
































収。文旆回滬、当煮酒情話也。此上、即請午安。 （後略） 」 。 『文録外篇』贈呈の際に添えられたものであろう。また、王の来












初編』 （慶應義塾蔵版、 一八七〇年） 。王韜著、 栗本鋤雲訓点出版『扶桑遊記』 （一八八〇年） 。
水越成章編 『翰墨因縁』 （喜多覚蔵等、 一八八二年） 。清藤幸七郎編 『尾崎行雄全集』 第二巻 （平凡社、 一九二六年） 所収 「遊清記」 。威仁親王行実 纂会編『威仁親王行実』 （高松宮蔵版、一九二六年） 。熾仁親王行実編纂会編『熾仁親王行実』 （高松宮蔵版、一九二九年） 。幟仁親王行実編纂会編『幟仁親王行実』 （高松宮蔵版、 九三三年） 。伊藤博文編、栗野慎一郎・平塚篤校訂『秘書類纂
　
外交篇』中巻（秘書類纂刊行会、一九三四年） 。葛生能久『東亜先覚志士記伝』 （黒龍会出版部、一九三六年）下巻。








生――』 （汲古書院、一九九六年） 。中下正治『新聞にみる日中関係史――中国の日本人経営紙――』 （研文出版、一九九六年） 。川西政明『評伝埴谷雄高』 （河出書房新社、一九九七年） 。朱徳明『浙江医薬史』 （人民軍医出版社、一九九九年） 石暁軍『 『点
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石斎画報』 にみる明治日本』 （東方書店、 二〇〇四年） 。陳玉堂編著 『中国近現代人物名号大辞典』 （浙江古籍出版社、 二〇〇五年） 。武田雅哉『 〈
鬼グイヅ
子
〉たちの肖像』 （中公新書一八一五、 二〇〇五年） 。陳祖恩『尋訪東洋人――近代上海的日本居留民（
1868 ―
1945 ） 』 （上海社会科学院出版社、二〇〇七年）及びその邦訳書である陳祖恩著、大里浩秋監訳『上海に生きた日本人――幕末




鈴木梅仙」 （ 『梅仙覚え書』 、吉田弥左衛門、一九八三年） 。松崎欣一「三田政談会・政談社演説会










二〇〇九年） 。望月直人「清仏戦争への道程――李・フルニエ協定とバクレ事件をめぐって――」 （ 『東洋史苑』第七十六号、二〇一 年） 。松村由紀「沼津に生きた明治の写真師・鈴木忠視」 （ 『沼津史談』第六十四号、二〇一三年） 。 非文字資料研究』
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「
02　
租界班
　
第
43回研究会（二〇一四年度
　
非文字資料研究センター第１回公開研究会）
　
近代中国における日
本人経営の新聞の研究」 （二〇一五年）所載の各報告。
（しばた・きよつぐ
　
本学教授）
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